
『
兵
庫
哲
郎
』
水
彩
画
展

―
自
然
と
暮
ら
し
の
風
景
―

展
示
期
間

令
和
８
年
４
月

日
（
土
）
か
ら

18

５
月

日
（
日
）
ま
で

17

作
品
解
説
会

５
月
３
日
（
日
）
午
前

時
10

主
催

新
穂
の
歴
史
と
民
俗
を
考
え
る
会

影
響
を
受
け
た
画
家
と
い
え
ば
、
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
ワ
イ
エ
ス
と
吉
田
博
と
お
っ
し
ゃ
る

兵
庫
さ
ん
。
ご
自
身
か
ら
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
デ

ー
タ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
に
よ

り
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
抜
粋
し
て
掲
載

い
た
し
ま
す
。

1
9
5
2

年

佐
渡
市
真
野
町
に
生
ま
れ
る

1
9
7
6

年

多
摩
美
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
科
卒

2
0
0
3

年

大
日
本
印
刷(

株)

退
社

神
保
町
で
猫
の
水
彩
画
展
を
開
催

2
0
0
4

年

市
川
市
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
「
み
ず

ゑ
の
会
」
講
師

新
穂資

料
館

友
の
会
だ
よ
り

第
六
十
五
号

船
橋
市
読
売
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
講
師

2
0
0
9

年

東
京
京
橋
で
風
景
水
彩
画
と
海
外

ス
ケ
ッ
チ
ツ
ア
ー
帰
国
展
を
開
催

2
0
1
0

年

佐
渡
市
市
野
沢
に
Ｕ
タ
ー
ン
転
居

2
0
1
1

年

水
彩
教
室
「
佐
渡
み
ず
ゑ
の
会
」

を
開
き
、
現
在
に
至
る

2
0
1
4

年

新
潟
市
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
風
景
水
彩
画
展

2
0
1
7

年

東
京
京
橋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ぴ
ー
た
」

に
て
佐
渡
の
風
景
水
彩
画
展

2
0
2
2

年

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
に
て

「
四
季
の
彩
」
水
彩
画
展

2
0
2
5

年

東
京
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
く
ぼ
た
」
に

て
水
彩
画
展

一
般
社
団
法
人
「
水
彩
人
」
会
員

新
潟
多
摩
美
会
会
員

佐
渡
の
豊
か
な
春
か
ら
初
夏
。
資
料
館
の

周
囲
も
萌
え
出
た
浅
緑
に
包
ま
れ
ま
す
。
少

し
お
時
間
を
割
い
て
美
術
鑑
賞
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

好
評
開
催
中

『
渡
辺
昭
子
』
写
真
展

展
示
期
間

令
和
８
年
４
月
５
日
（
日
）
ま
で

渡
辺
昭
子
さ
ん
の
写
真
展
が
佳
境
で
す
。

新
穂
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
界
を
リ
ー
ド
さ

れ
て
き
た
お
一
人
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
資
料
館
だ
よ
り
」
が
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
、
展
示
期
間
も
残
り
少
な
く
な
っ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
お
見

逃
し
無
く
、
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

(

稲
穂
の
つ
ぶ
や
き)

〇
〇
仕
舞
い
を
す
る
、
と
話
す
こ
と
が
多

く
な
っ
た
。
寂
し
さ
を
拭
い
き
れ
な
い
が
、

始
末
の
つ
か
な
い
ま
ま
に
す
る
の
は
も
っ
と

気
が
引
け
る
。

二
月
、
「
資
料
館
友
の
会
」
は
、
も
う
少

し
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
役
員
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
ご
意
見
・
ご
要
望
も
含
め
て
皆
様
の

お
力
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
友
の
会
だ
よ
り

第
六
十
四
号
」
で
「
兵

庫
哲
郎
」
さ
ん
の
お
名
前
を
「
哲
朗
」
と
誤
っ

て
記
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
若
）

新
穂
歴
史
民
俗
資
料
館

０
２
５
９
（
２
２
）
３
１
１
７

※
入
館
料

大
人

円

小
中
学
生

円

200

100

※
月
曜
休
館
・
入
館
は
午
後
４
時
半
ま
で

（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）

【
令
和
８
年
３
月

日

発
行
】
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